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（（11）我が国の国際教育協力の質の向上を目的とした活動）我が国の国際教育協力の質の向上を目的とした活動
青年海外協力隊派遣現職教員のサポート青年海外協力隊派遣現職教員のサポート

本活動は、本活動は、JICAJICA青年海外協力隊の「現職教員特別参加制度」に青年海外協力隊の「現職教員特別参加制度」に
より途上国に派遣される教員に対し、教育上の観点からサポーより途上国に派遣される教員に対し、教育上の観点からサポー
トを実施するものです。現職教員の派遣実績が多い職種を対象トを実施するものです。現職教員の派遣実績が多い職種を対象
に、教育制度面や現地での指導法に関する情報提供等のサポーに、教育制度面や現地での指導法に関する情報提供等のサポー
ト等を行う、以下の一連の取組を実施します。ト等を行う、以下の一連の取組を実施します。

隊員派遣前隊員派遣前 ・隊員の活動に役立つ教材、指導書等の教育モデ・隊員の活動に役立つ教材、指導書等の教育モデ
ル、その他資料等の作成・上記教材等の紹介・隊員の活動準備ル、その他資料等の作成・上記教材等の紹介・隊員の活動準備
に対する教育上の助言等・隊員との連絡体制の構築に対する教育上の助言等・隊員との連絡体制の構築

隊員派遣中隊員派遣中 ・隊員の現地での活動に対する教育上の助言等・・隊員の現地での活動に対する教育上の助言等・
各実施者が作成した教材等の有効性の確認・改善各実施者が作成した教材等の有効性の確認・改善 （実施にあ（実施にあ
たっては、隊員の了解を得ることとする）たっては、隊員の了解を得ることとする）

帰国後帰国後 ・帰国隊員が行う国際理解教育へのサポート（指導案・帰国隊員が行う国際理解教育へのサポート（指導案
の作成や教材準備等）の作成や教材準備等）

筑波大学教育開発国際協力研究センターが、全体調整を担当筑波大学教育開発国際協力研究センターが、全体調整を担当しし
ますます。。

青年海外協力隊派遣現職教員のサポート青年海外協力隊派遣現職教員のサポート
関係者紹介関係者紹介

全体：筑波大学教育開発国際協力研究センター全体：筑波大学教育開発国際協力研究センター
（代表：中田英雄）（代表：中田英雄）

数学・理科：広島大学数学・理科：広島大学 ((代表：池田秀雄）代表：池田秀雄）

体育体育：青年海外協力協会（代表：渡邉祐輔）：青年海外協力協会（代表：渡邉祐輔）

家庭科：日本女子大学（代表：佐々井家庭科：日本女子大学（代表：佐々井 啓）啓）

環境教育：宮城教育大学（代表：村松環境教育：宮城教育大学（代表：村松 隆）隆）

幼児教育：お茶の水女子大学（代表：浜野幼児教育：お茶の水女子大学（代表：浜野 隆）隆）

小学校：筑波大学（代表：田中統治）小学校：筑波大学（代表：田中統治）

障害児教育：筑波大学（代表：前川久男）障害児教育：筑波大学（代表：前川久男）

全体調整全体調整の目的の目的
派遣前，派遣中，帰国後における派遣現職教員の活動へ派遣前，派遣中，帰国後における派遣現職教員の活動へ
の継続的な支援体制を築くともに，支援に関わるリソースの継続的な支援体制を築くともに，支援に関わるリソース
ならびにモデル事例の開発を行うならびにモデル事例の開発を行うとともに、各採択課題にとともに、各採択課題に
よる支援の実施を調整する。よる支援の実施を調整する。

派遣現職教員ならで派遣現職教員ならで
はの活動をいかに支はの活動をいかに支
援するか？援するか？

その活躍の意義をいその活躍の意義をい
かに伝え、広め、活かに伝え、広め、活
かす場作りを応援すかす場作りを応援す
るか？るか？
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本事業の目的本事業の目的

派遣現職教員がその職務を一層効果的派遣現職教員がその職務を一層効果的
に実現しえるように、に実現しえるように、

◆◆派遣前派遣前（研修等）（研修等）

◆◆派遣中派遣中

◆◆帰国後帰国後（（経験還元経験還元））

というという33つの側面において、つの側面において、

派遣現職教員の活動を派遣現職教員の活動を

継続的に支援していくこと。継続的に支援していくこと。
ドミニカ共和国派遣八重尾先生（福岡県）

派遣前研修派遣前研修
期日：平成期日：平成1188年年44月月４４日，日，５５日日

会場：国際協力機構国際総合研修所会場：国際協力機構国際総合研修所･･筑波大学東京筑波大学東京
キャンパスキャンパス

内容：国際理解教育研修内容：国際理解教育研修

開発教育研修，開発教育研修，

帰国隊員による報告会，帰国隊員による報告会，

拠点システム成果共有研修拠点システム成果共有研修

ICTICT活用研修活用研修，，などなど
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コンテンツ（教育課程・教材・教具・ソフトウエコンテンツ（教育課程・教材・教具・ソフトウエ
ア）に係るア）に係る情報提供体制の情報提供体制の拡充拡充

Webページ：
http://www.criced.
tsukuba.ac.jp/jocv
/

『小学校学習指導要領
解説 日英対訳

派遣現職教員支援のための教派遣現職教員支援のための教
育課程・教材・教具に関する情育課程・教材・教具に関する情
報の拡充報の拡充

派遣現職教員支援派遣現職教員支援webwebサイトサイト
を通じてを通じてのの各種情報各種情報のの提供提供

アーカイブスデータの登録アーカイブスデータの登録
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eeーアーカイブスーアーカイブス 「国際理解教育」モデル事例「国際理解教育」モデル事例
派遣現職教員であればこそ実現する「国際派遣現職教員であればこそ実現する「国際理解理解教育」モ教育」モ
デルデルのの提案提案
インターネットを利用した国際交流授業をインターネットを利用した国際交流授業を２カ国で実施２カ国で実施
制約のあるインターネット環境に準じた指導計画や日本制約のあるインターネット環境に準じた指導計画や日本
側と相手国側の協働を促す人的ネットワーク作りを経て、側と相手国側の協働を促す人的ネットワーク作りを経て、
「国際教育」のモデル事例を開発「国際教育」のモデル事例を開発

『インターネットライブ授業』
バヌアツ：サントイースト小学校（１７次：秋山喜代）
日本側横浜：三ツ沢小学校（１６次：迫田陽子）
ベトナム：ニンソン小学校(１７次：真田昇）

日本側平塚：松原小学校（１５次：清水大格）

活躍を知らせる活躍を知らせるシンポジウムの開催シンポジウムの開催

途上国授業研究会の実施（平成途上国授業研究会の実施（平成1188年年88月月2020
日）日）

報告書報告書の教育委員会等への配布、の教育委員会等への配布、

文部科学省との共催で文部科学省との共催で帰国報告会（国際教育帰国報告会（国際教育
協力シンポジウム）の実施（平成協力シンポジウム）の実施（平成1818年年11月月77
日）日） 参加者参加者171171名。名。

皆様との共同皆様との共同／チームを作って／チームを作って

アーカイブスのコンテンツの充実アーカイブスのコンテンツの充実

拠点システム課題間との連携拠点システム課題間との連携体制体制

ee--支援システムによるコミュニティ支援システムによるコミュニティ

帰国後の派遣経験帰国後の派遣経験を活かしたを活かした活動事例の活動事例の
開発開発とと共有共有
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